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  1．研究に至る問題意識  
2．研究の背景 
3．研究の目的                                                                                     
第 1 章 介護職員をめぐる状況  
  1 節 高齢者政策の概要と現状  
1 項 高齢者を取り巻く環境   
2 項 2000 年との比較からみる介護保険制度の実施状況  
3 項 介護保険制度の最近の動向及び課題  
2 節 介護労働の現状と課題  
   1 項 介護労働実態調査からみる特徴  
2 項 介護労働の最近の動向及び課題   
第 2 章 介護福祉士は福祉専門職なのか  
1 節 属性モデルからの検証                          
2 節 社会的要求による専門性の変化                                          
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3 節 福祉専門職としての介護福祉士                                          
4 節 介護福祉士に求められる専門性の独自性                  
第 3 章 福祉専門職としての介護を支える専門教育と専門職団体         
  1 節 専門教育の経過及び課題                          
   1 項 「社会福祉士及び介護福祉士法」制定前における専門教育   
2 項 「社会福祉士及び介護福祉士法」制定後における専門教育の変化  
2 節 介護福祉士会の現状及び課題   
第 4 章 本研究に至る経過                        
   1 節 これまでの研究からの問題提起  
2 節 連携の要となる「会議・記録」に求められること              
 1 項 リフレクティブな実践の共有とクリティカルシンキングによる討論   
2 項 記録とは  
3 項 会議とは                                   
3 節 「連携ケアにおける専門性」の提起                  
4 節 本研究の意義                            
第 5 章 1 次調査                            
1 節 調査の目的                                            
2 節 実践場面調査                             
1 項 調査対象  
2 項 倫理的配慮  
3 項 調査期間  
4 項 調査方法  
   5 項 調査の結果及び分析                         
  3 節 1 次調査からの考察                         
   1 項 システム外へはみ出す労働   
2 項 記録への教育効果  
3 項 会議運営の技巧   
4 項 必要なクリティカルシンキング   
5 項 連動不全  
6 項 要となるリフレクション   
7 項 可視化された課題  
第 6 章 ２次調査                                
  1 節 調査の目的                               
  2 節 実践場面調査                             
1 項 調査の対象  
2 項 倫理的配慮  
3 項 調査期間  
4 項 調査方法  
   5 項 調査結果及び分析  
  3 節 2 次調査からの考察  
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   1 項 職場教育の有効性  
2 項 記録媒体について  
3 項 会議  
4 項 介護福祉労働における休憩・時間外勤務   
第 7 章 総合考察                                
1 節 効率化が介護福祉労働の質と環境の低下につながる   
2 節 介護職員がやりがいをもって働ける労働環境のために   
3 節 ディーセント・ワークの主体としての介護職員に求められる自律性   
 





































































第 2 章、第 3 章における「専門性」についての言及では、本論文の第 5 章、第 6 章の
展開と十分に結びついているとは言い難く、論理の一貫性に弱点が残っている。「会議」
には、通常の職場会議や各種委員会など事業所運営にかかわる会議もあるが、それらを











 さらに、第 7 章の「ディーセントワーク」について唐突の感は免れない。これは序章
または第 1 章に相当することを指摘しておく。本研究の目的の一つである政策提言にお
いては、具体的なソーシャルアクションの方策には言及できていない。現在すすめられ
るようとしている介護政策、労働政策に対して、根拠をもって提言を行うために本研究
を根拠としてソーシャルアクションにつなぐ視点を持つことが重要である。  
 
審査結果の結論  
「介護」をめぐる研究は、今後様々な研究を必要としている。その状況において、本
研究が介護の社会科学的アプローチにおいて新たな突破口になることへの期待を込めて
いる。いくつかの課題は残されているが、審査委員一同は本論文が博士（社会福祉学）
を授与するにふさわしい水準に到達していると判断する。  
